
[クライアントPCへの設定]

　１．PacketiX VPNのダウンロードセンターからPacketiX VPN  Client<最新ビルド>をダウンロードし

　クライアントPCにインストールします。

▼ダウンロード

PacketiX VPN のダウンロード (packetix-download.com)

　　①プルダウンメニューから各項目を選択します。

　　・初期画面

　　・項目設定　※プラットフォームはWindowsとしています。
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http://www.packetix-download.com/ja.aspx


　　②＜最新ビルド＞を選択して下さい。ダブルクリックでダウンロードを開始します。

　　③ダウンロードされたファイルを確認し、ダブルクリックでインストールを開始します。

　　・「次へ」をクリックします。



　　・メッセージに対して「はい」をクリックします。

　　・「PacketiX VPN Client」を選択して「次へ」をクリックします。

　　・使用許諾契約書に同意する場合☑を入れて「次へ」をクリックします。



　　・重要事項説明書を確認し「次へ」をクリックします。

　　・デフォルトのまま「次へ」をクリックします。

　　・インストールを開始する場合「次へ」をクリックします。



　　・インストールが完了しました。

　　・「PacketiX　VPN　クライアント接続マネージャを起動します。」に☑を入れて

　　　「完了」をクリックした場合、「PacketiX　VPN　クライアント接続マネージャ」が起動

　　　します。☑をしなくても問題ありません。



　　・「PacketiX　VPN　クライアント接続マネージャ」を終了します。

　　　「接続」タブを右クリックし、「接続マネージャプログラムの終了」を選択します。

　２．インストール終了後、デスクトップにアイコンが作成されます。

　３．配布した設定ファイル（拡張子.vpn）をダブルクリックし起動します。

　　　ダブルクリックを行うと自動的に設定ファイルがPacketiX VPN Cient にインポートされます。

　　　以下、サンプル：「raspi32.vpn」を使用します。

　　①メール送信した設定ファイル「raspi32.vpn」を各クライアントPCのフォルダーに配置します。



　　②「raspi32.vpn」をダブルクリックします。

　　　メッセージに対して「はい」をクリックします。

　　③「PacketiX VPN クライアント接続マネージャ」が立ち上がります。

　　　接続設定名：raspi32を確認します。

　４．仮想のLANカードを作成します。

　　①接続設定名：raspi32をダブルクリックします。



　　②メッセージに対して内容を確認し「OK」をクリックします。

　５．「PacketiX VPN クライアント接続マネージャ」を確認します。

　　状態の、「接続完了」と仮想LANカード名「VPN」の確認を行います



　６．設定の内容を確認する場合は、プロパティで内容を表示します。

　　①接続設定名：raspi32を右クリックし、プロパティを選択します。

　　②設定状況を確認することができます。



　８．勤務先PCとの接続を確認してください。

　　リモートデスクトップ接続やネットワークで勤務先にあるPCを選択して接続

　　できることを確認してください。

　９．「PacketiX VPN クライアント接続マネージャ」を切断して終了します。

　　①接続名の欄で右クリックし、「切断」を選択します。

　　・状態が「オフライン」になることを確認します。



　　②「PacketiX　VPN　クライアント接続マネージャ」を終了します。

　９．以上で、クライアントPCへの設定は完了です。

　１０．設定以降のVPNサーバーとの接続は次の通りです。

　　①「PacketiX VPN クライアント接続マネージャ」を起動します。

　　②接続設定名：raspi32を右クリックし、接続を選択します。

　　③VPNサーバーとの接続を開始します。



　　④接続処理の確認

　　　勤務先のネットワークのIPアドレスがクライアントPCの仮想LANカードに

　　　割り当てられたことを知らせるポップアップ通知が出てきたら接続完了です。

　　⑤メッセージに対して内容を確認し「OK」をクリックします。

　　⑥接続状態を確認します。

以上


